




The relevance between the activities and the deviations in body senses of 





































































対象はA県の保育園７園に在籍する 5 歳児（生活年齢：5 歳 0 ヶ月齢～ 5 歳11ヶ月齢）99名（男児49名・
女児50名）と、そのクラスを担当する保育士である。
まず、クラスの担当保育士（以下、担当保育士）に、クラス児全員の身体感覚の状況を尋ねる質問紙
（日本感覚インベントリー、以下JSI-R）11）への記入を依頼した。JSI-Rとは、 4 歳から 6 歳の幼児の身体感
覚の状態を評価するスケールである。前庭感覚、触覚、固有受容覚、聴覚、視覚、嗅覚、味覚、その他の
感覚を反映すると考えられる行動項目（146項目・表１）の発現状況について、いつもある（ 4 点）・頻


























































































































を聞けない（r＝0.55， <.001）、行動が雑（r＝0.55， <.001）、騒がしいと落ち着かない（r＝0.54， <.001）、
姿勢が崩れる（r＝0.53， <.001）などとの相関が高かった。また、固有受容覚では、他児を叩く（r＝0.69， 






（r＝0.61， <.001）、寝ころぶ寄りかかる（r＝0.57， <.001）、姿勢が崩れる（r＝0.55， <.001）など、視
覚では、気が散りやすい（r＝0.67， <.001）、寝ころぶ寄りかかる（r＝0.65， <.001）、騒がしいと落ち着
かない（r＝0.63， <.001）、姿勢が崩れる（r＝0.62， <.001）、行動が雑（r＝0.60， <.001）、集中して話
を聞けない（r＝0.59， <.001）などとの相関が高かった。すべての感覚領域のスコアの総合から特定の感
覚での説明が難しい行動を評価した「その他」領域のスコアを除いたものとの関連では、騒がしいと落ち
着かない（r＝0.69， <.001）、気が散りやすい（r＝0.69， <.001）、寝ころぶ寄りかかる（r＝0.65， <.001）、
























前庭感覚 触覚 固有受容覚 聴覚 視覚 嗅覚 味覚
前庭感覚 1.00 0.84** 0.59** 0.76** 0.86** 0.44** 0.48**
触覚 1.00 0.71** 0.76** 0.85** 0.45** 0.49**
固有受容覚 1.00 0.58** 0.59** 0.37** 0.25*
聴覚 1.00 0.85** 0.26** 0.5**
視覚 1.00 0.31** 0.46**
嗅覚 1.00 0.15 
味覚 1.00 





































































２） 木村順（2006）． 育てにくい子にはわけがある．大月書店． 
３） A. Jean Ayres（1990）．子どもの発達と感覚統合． 佐藤剛監訳． 共同医書出版．
４） M. Frostig （1984）． ムーブメント教育MGLプログラム． 小林芳文訳． 日本文化科学社．












13） 石川道子（2002）．軽度発達障害児の発見と対応． 障害者問題研究， 30， 2． p．98-107．
14） 宮崎雅仁・藤井笑子・西條隆彦・森健治・橋本俊顕・香美祥二（2007）．軽度発達障害（注意欠陥多動性障害（ADHD）／高機
能広汎性発達障害（HFPDD）の体性感覚機能． 臨床脳波， 49， 8， p．505-510．
15） 小枝達也（2006）．軽度発達障害児に対する気づきと支援のマニュアル．厚生労働科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）
「軽度発達障害児の発見と対応システムおよびそのマニュアル開発に関する研究」研究報告書． p．5-11．
　前田　泰弘（和洋女子大学 人文社会科学系 准教授）
（2014年11月11日受付）
